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１．Ｈ－ＩＩＡロケット１４号機の打上げ準備状況

H-IIAロケット１４号機の射場作業を平成１９年１２月２３日より開始。

機体の機能点検を平成２０年１月２９日までに実施し、各機器が正常に動作
することを確認。

１月１９日にカウントダウン・リハーサルを実施し、ＪＡＸＡ／ＭＨＩ間連携を含
めた打上げ当日の対応手順を周知徹底。

超高速インターネット衛星「きずな（WINDS）」を格納した衛星フェアリングと
ロケット機体との結合作業を２月５日に実施し、良好に完了。

ロケット機体の最終的な機能点検を２月７日に問題なく完了。

２月１１日より、打上げに向けた発射整備作業を開始。

２月１１日は，Ｙ－３作業として，推進系，電気系の作業を良好に完了。

２月１２日は，Ｙ－２作業として，火工品結線作業は良好に完了したが，２段
姿勢制御用ガスジェットスラスタの推進薬充填作業において、推進薬タンク
内部での推進薬（ヒドラジン）漏洩が判明し、処置に時間を要するため、打上
げを延期することとした。（ヒドラジンは毒性が高いため、充填作業は工場で
は実施せず、射場で初めて実施する。）

打上げ日は、当該ガスジェット装置の交換、原因調査・対策等に要する期間
を詳細に検討した上で再設定することとする。
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２．発射整備作業スケジュール

作業名称 Y-3/2月11日(月) Y-2/2月12日(火) Y-1/2月13日(水) Y-0/2月14日(木) Y-0/2月15日(金)

0

判断会議等

１段／２段推進系Ｙ－３作業

電気系Ｙ－３作業

火工品結線

２段ガスジェット推進薬充填

電波系統点検

推進系最終クローズアウト

機体アーミング

機構系／アンビリカル離脱系
最終準備

射座／貯蔵所系設備準備

機体移動

射点設備系最終準備

推進系最終準備

ターミナル・カウントダウン

012 14 16 188 10 20 220 2 4 6 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2 4 6 8 18 20 2210 12 14 16 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 0

(準備)

(移動 / 移動後作業)

X-10分作業開始判断

X-60分作業開始判断

ターミナルカウントダウン作業開始判断

機体移動判断

打上げ１日前天候判断
Y-1天候判断

ガスジェット推進薬充填作業中に
推進薬タンク内部で漏洩が判明し
たため，以降の作業を中断中

打上げ２日前通知判断
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２段姿勢制御用ガスジェットスラスタ装置概要

ガスジェットモジュール拡大（片軸分）

■第２段飛行中の姿勢制御用スラスタ

■推進薬：ヒドラジン（Ｎ２Ｈ４）

■製造メーカ：ＩＨＩエアロスペース社
ダイヤフラム

推進薬推進薬

（ヒドラジン）（ヒドラジン）

加圧用

ヘリウムガス

Ⅰ軸側モジュールⅢ軸側モジュール

推進薬タンク

第２段組立

推進薬タンク模式図
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ガスジェット推進薬タンク漏洩の状況

推進薬推進薬

（ヒドラジン）（ヒドラジン）

I軸側Ⅲ軸側

①推進薬充填 推進薬充填②

推進薬推進薬

（ヒドラジン）（ヒドラジン）

開閉

開

スラスタへ スラスタへ

第２段姿勢制御用ガスジェット・スラスタ装置

Ａ

ダイヤフラムからの漏洩

①Ⅲ軸側推進薬タンクに推進薬充填→完了

②Ⅰ軸側推進薬タンクに推進薬充填→充填途中にＡ箇所より

推進薬と思われる液体漏洩が認められたため作業中断

③漏洩箇所確認の結果，Ⅲ軸側の推進薬タンク内部の

ダイヤフラムが損傷していることが判明

約30m

約5m


